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⇒
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　　　　　　　　　　　　　目　標 ・ 策

目　標 策

思考・判断・表現

令和４年度全国学力・学習状況調査自校結果より、国語・算数
（昨年度「国語」65.1「算数」58.1）において１ｐｔ向上させる
（市平均を上回る。）。また、令和４年度市学習状況調査自校結
果より、国語・算数のいずれにおいても、各学年において市平均
を上回る。

・全ての教科等において、目標やめあてなど学習のゴールを明示し、学習への目的意
識をもたせる。また、国語・算数においては複数の資料の読み取り等を行い、つなげ
たり比べたりして読む、数学的な表現を使って自力解決をする、等の学習活動を設定
する。
・タブレット端末を活用するなどして、児童間等の意見交換等を多面的に行わせ、考
えを深める学習の場を設定する。また、授業や単元等の終末には、目標やめあてに
沿った振り返りを行い、考え方の変容等を意識化させる。

知識・技能

令和４年度全国学力・学習状況調査自校結果より、国語で２ｐｔ
（昨年度70.7）、算数で３ｐｔ（昨年度64.2）向上させる（市平
均を上回る。）。また、令和４年度市学習状況調査自校結果よ
り、国語・算数で各学年１ｐｔ向上させる（市平均を上回
る。）。

・個別指導や少人数指導等を可能にする教室環境の整備を進め、個に応じ
た指導支援を、特に中学年以上で充実させる。
・学校課題研究での取り組みを通して、「ドリルパーク」「スタディサプ
リ」の活用を進め、学習指導計画内に位置付ける。
・授業や単元等の終末には、目標やめあてに沿った振り返りを行い、身に
付けた力を意識化させる。

主体的に学習に取り組
む態度

令和５年度全国学力学習状況調査「児童質問紙調査」の「5年生までに受けた授業
では、課題解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいましたか」の質問
に対し、肯定的回答を８５％以上にする。（昨年度さいたま市平均81.7％）。ま
た、令和５年度市学習状況調査「生活習慣に関する調査」の「これまでの授業で
は、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいましたか」（56
年）の質問に対し、肯定的回答を９０％以上にする。（前年度5年90.2％6年
88.6％）

・全ての教科等において、学習計画表等を用いて、目標やめあてなど学習
のゴールを明示したり、学習に粘り強く取り組めるよう指導方法の工夫改
善を行う。
・タブレット端末を活用するなどして、児童の学習意欲を向上させるとと
もに、主体的な意見交換等を行わせ、考えを深める学習の場を設定する。
また、授業や単元等の終末には、目標やめあてに沿った振り返りを行い、
身に付けた力を意識化させる。

③

⇒

⇒

目　標 策

　中間期見直し（全国学力・学習状況調査結果分析後）

主体的に学習に取り組
む態度

変更なし 変更なし

知識・技能 変更なし 変更なし

変更なし ⇒ 変更なし思考・判断・表現

小６

小３

【国語】４つの領域中「話すこと・聞くこと」「書くこと」においては、市平均正答率を上回ってい
るが、「言葉の特徴や使い方に関する事項」「読むこと」では下回っており、課題である。
【算数】４つの領域中３つの領域で市平均正答率を上回り、うち「変化と関係」「データの活用」で
は３ポイント以上上回るが、「数と計算」では下回っており課題である。
【社会】３つの領域の内２つの領域で市平均正答率を上回っているが、「地理的環境と人々の生
活」においては下回っており、課題である。
【理科】４つの領域全てにおいて市平均正答率を上回り、うち２領域においては３ポイント以上
上回っている。

小５

【国語】４つの領域全てにおいて市平均正答率を３ポイント以上上回っている。
【算数】４つの領域全てにおいて市平均正答率を３ポイント以上上回っている。
【社会】２つの領域においていずれも市平均正答率を３ポイント以上上回っている。
【理科】４つの領域全てにおいて市平均正答率を上回り、うち２領域においては３ポイント
以上上回っている。

【国語】5つの領域全てにおいて市平均正答率を上回り、うち3つ
の領域では市の平均正答率を3ポイント以上上回っている。
【算数】3つの領域すべてにおいて市平均正答率を3ポイント以上
上回っている。 小４

【国語】5つの領域の内4つの領域において市平均正答率を上回り、う
ち３領域では３ポイント以上上回っている。しかし、「話すこと・聞くこ
と」においては１．０ポイント市平均正答率を下回っており、課題と言え
る。
【算数】４つの領域全てにおいて市平均正答率上回り、特に「変化と関
係」の領域については３ポイント以上上回っている。

④ 　　　　　　さいたま市学習状況調査結果・分析

A

A

A

⑤ 目 標・策の達成状況 評価（※）

主体的に学習に取り組
む態度

〇令和５年度全国学力学習状況調査「児童質問紙調査」の「5年生までに受けた授業では、課題解決に向けて、自
分で考え、自分から取り組んでいましたか」の質問への肯定的回答⇒８５．７％（達成）
○令和５年度市学習状況調査「生活習慣に関する調査」の「これまでの授業では、課題の解決に向けて、自分で考
え、自分から取り組んでいましたか」（56年）の質問への肯定的回答⇒５年：９２．３％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６年：８２．５％

知識・技能

〇全国学力・学習状況調査結果6年【国語】令和4年度（７０．７ｐｔ）⇒今年度（７５．８）５ｐｔ向上
　　 　　　　　　　　　　　 6年【算数】　　　   （６４．２ｐｔ）⇒　〃　（７３．９）９ｐｔ向上
　※　令和5年度市平均　国語（７１．７ｐｔ）、算数（６９．５ｐｔ）をいずれも上回った。（達成）
〇市学習状況調査結果（昨年度との比較＜異集団同学年＞）
　【国語】3年1.7ｐｔ↑4年0.1ｐｔ↓5年2.3ｐｔ↑6年1.2ｐｔ↓※Ｒ5年度市平均超を４つの学年で達成
　【算数】3年2.5ｐｔ↑4年1.2ｐｔ↓5年1.9ｐｔ↑6年3.2ｐｔ↑※Ｒ5年度市平均を各学年で上回った。

思考・判断・表現

〇全国学力・学習状況調査結果6年【国語】令和4年度（７０．７ｐｔ）⇒今年度（６８．５）２ｐｔ下降
　　 　　　　　　　　　　   6年【算数】　　 　　（６４．２ｐｔ）⇒　〃　（６３．０）１ｐｔ下降
　※　令和5年度市平均　国語（６７．９ｐｔ）、算数（５８．９ｐｔ）をいずれも上回った。（達成）
〇市学習状況調査結果（昨年度との比較＜異集団同学年　偏差値比較＞）
　【国語】3年0.3ｐｔ↓4年1.0ｐｔ↓5年1.0ｐｔ↑6年0.3ｐｔ↑※Ｒ5年度市平均を各学年で上回った。
　【算数】3年1.2ｐｔ↓4年1.1ｐｔ↓5年0.4ｐｔ↑6年2.4ｐｔ↑※Ｒ5年度市平均を各学年で上回った。

思考・判断・表現

昨年度全国学力・学習状況調査結果と比較して、国語で3.4p、算数では4.9p向上した。
【国語】必要なことを質問しながら聞き、話し手が伝えたいことや自分が聞きたいことの中心を捉えるこ
と、また、目的を意識して、中心となる語や文を見付けて要約したものを選択すること等はできている。
一方で、図表やグラフなどを用いて、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫することに課題があ
る。そのため、必要に応じて、教師が、図表やグラフなどを用いたモデルとなる文章を提示することで、

主体的に学習に取り組
む態度

令和５年度全国学力学習状況調査「児童質問紙調査」の「5年生までに受けた授業では、課題解決に向け
て、自分で考え、自分から取り組んでいましたか」の質問に対し、肯定的回答が８５.７％であった。子ども
達の主体的な学びが着実に進んでいると言える。

② 全国学力・学習状況調査結果・分析

知識・技能

昨年度全国学力・学習状況調査結果と比較して、国語で5.1p、算数では9.7p向上した。
【国語】情報と情報との関連付けの仕方、図などによる語句と語句との関係の表し方を理解し使うこと
はできている。
【算数】正方形の意味や性質について理解することはできている。また、「以上」の意味を理解し、示され
た表から必要な数を読み取ることはできている。一方で、示された棒グラフと、複数の棒グラフを組み

⑥ 　　　　　　　　　次年度への課題と改善策

主体的に学習に取り組
む態度

【課題】児童の学習の調整が知識及び技能の習得などに結びついていない場合に、教師が学習の進め方を、個別に、適切に指導すること。
【改善策】
引き続き、全ての教科等において、目標やめあてなど学習のゴールを明示し、教師児童間、児童間の意見交換等により、考えを深める学習の場を設定する。また、
授業や単元等の終末には、目標やめあてに沿った振り返りを行い、身に付けた力を意識化させる。加えて、組織的で適切な学習評価により、児童の学習改善や教
師の指導改善に繋げるようにする。併せて、児童が主体的に学習に取り組むことができ、教育効果を高められるよう教育課程をマネジメントする。

知識・技能

【課　 題】
算数：除法の性質を用いて、分数の除法を考えることに課題がある。
【改善策】今年度、全国学力学習状況調査と市学習状況調査で課題となった事項については、校内で共有し、年間指導計画に重点事項として位置付ける。
算数：整数の乗法及び除法から小数の乗法及び除法への拡張された乗法及び除法の意味を適用できるよう指導する。すなわち、小数の乗法及び除法の計算の考
え方を基にして、序数が分数の乗法及び除法の意味について理解できるようにする。

思考・判断・表現

【課　 題】
国語：①話の中心を聞き手に伝えるための話し方に課題がある。
　　　 ②俳句を詠んだ作者の心情や情景について、描写を基に捉えることに課題がある。
【改善策】今年度、全国学力学習状況調査と市学習状況調査で課題となった事項については、校内で共有し、年間指導計画に重点事項として位置付ける。
国語：①冒頭で話の中心を述べ、そのことに合わせた理由や事例などを挙げたり、最初に提示した内容と結論とがずれないようにしたりするよう指導する。
　　　　②登場人物相互の関係に基づいた行動や会話、情景などを通して暗示的に表現されていることにも注意し、想像を豊かにしながら読ませるようにする。

※評価 Ａ ８割以上（達成） Ｂ ６割以上（概ね達成） Ｃ ６割未満（あと一歩）
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